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国道6号

1.1 km

自：茨城県水戸市住吉町

40.00m

4車線

3種1級

80km/時

すみよしちょうみ　と

至：茨城県水戸市酒門町
さかどちょうみ　と

Ｒ4．3

赤塚駅

※詳細設計未実施のため、構造が変更する場合があります。

酒門町交差点立体
酒門町交差点立体は、速達性向上や交通事故の減少、通学路の安全性向上を目指します。
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酒門町交差点立体　L=1.1km 
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国道6号酒門町交差点立体計画図

至 土浦

至 日立

▲混雑を避ける車両の抜け道利用状況（写真②）

至 土浦

至 日立

▲酒門町交差点の混雑状況（写真①）
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東京都中央区と宮城県仙台市を結び茨城県の南北軸を担っている国道6号と東西軸を担
っている国道50号が交差する信号交差点で、当該区間は県内の直轄国道の中で、混雑度
及び死傷事故件数がワースト1位となっております。
酒門町交差点立体は、国道6号及び国道50号の速達性向上や、交通事故の減少、抜け道利
用が減少することによる通学路の安全性向上に寄与する事業です。
　　　　　　

昭和37年度

昭和45年4月

水戸バイパス事業着手

水戸バイパス全線暫定2車線供用開始

昭和48年10月

昭和 63年4月

水戸バイパス全線供用開始

酒門町交差点立体都市計画決定

令和3年4月 酒門町交差点立体事業化

酒門町交差点立体によって、
以下のような効果が期待できます。

国道6号及び国道50号の速達性向上

酒門町交差点立体により、国道6号及び国道50号
の速達性が向上します。

交通渋滞の緩和により、速度低下に起因する交
通事故が減少します。

地域の安全性向上

混雑を避ける車両の抜け道利用が減少し、通学
路の安全性が向上します。

電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成

※調査未実施箇所を除く 出典：ITARDAデータ（H28-R1)出典：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

酒門町交差点立体は、速達性向上や交通事故の減少、通学路の安全性向上を目指します。酒門町交差点立体は、速達性向上や交通事故の減少、通学路の安全性向上を目指します。

酒門町交差点立体

水戸市

写真②

写真①

直轄国道（茨城県内）のセンサス区間別混雑度（ワースト10） 死傷事故件数（県内交差点ワースト10）
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